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第36回交通安全写真コンクール入選作品（佳作）　撮影　田　中　久　雄　氏（藤　岡）

運動期間　９月21日㈮～９月30日㈰
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運動の目的
　県民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、相手の立場に立った「優しさ」
と「思いやり」のある運転や行動を促進し、交通事故防止の徹底を図る。

運 動 重 点
①　子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
② 　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
③ 　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④ 　飲酒運転の根絶

スローガン
　年間スローガン
　　　暗くても　光るタスキが　身を守る
　サブスローガン
　　　自転車に　乗ったら自分も　運転手

平成29年度ＪＡ共済群馬県小・中学生
交通安全ポスターコンクール入賞作品
邑楽町立中野小学校（入賞当時２年生）
木村瑠菜さんの作品

平成30年 秋の全国交通安全運動の実施
運動期間　９月21日(金)～９月30日(日)
交通事故死ゼロを目指す日 ９月30日（日）

　締め切り　2018年９月30日（日）（消印有効）
◆募集部門・内容（各部門とも、以下の重点テーマに沿
ったスローガン）

☆一般部門Ａ＝運転者（同乗者を含む）へ呼びかける
もの
①交通ルールの順守と運転マナーの向上（横断歩道
等における歩行者保護、他の車への思いやりの気持
ちなど）　②飲酒運転の根絶　③後部座席を含めた
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用　④前照灯の早め点灯（夕暮れ時の前照灯
の早め点灯は、自分の車の存在を周囲に知らせるこ
とができ、交通事故の未然防止につながる）　

☆一般部門Ｂ＝歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの
①交通ルールの順守とマナーの向上（特に高齢歩行
者が横断する場合に、車への明確な合図や車に対す
る警戒など）（自転車が交差点に入る前に一時停止
や減速をすることなど）　②夕暮れ時や夜間におけ
る交通事故防止（反射材用品、ライトの活用など）
③自転車の安全利用（乗車用ヘルメットの着用、自
転車は車道の左側を通行）（自転車安全利用五則の
順守）

　☆ こども部門＝中学生以下（自分たち自身）へ交通安全
を呼びかけるもの

◆応募資格
　□一般部門Ａ・Ｂ　誰でも応募可能
　□こども部門　中学生以下に限る
◆応募方法
□はがき１枚ごとに①応募部門（重点テーマの番号） 
②スローガン１点（句読点はつけない） ③住所 ④ 
氏名 ⑤生年月日 ⑥職業(学校名・学年)  ⑦電話番号
を明記。
・高校生以下は、学校所在地と電話番号を併記
・個人で複数作品を応募する場合、はがきと同程度の
大きさ、厚さの紙で一括送付可
□学校・団体・企業などで応募する場合、１作品ごとに
学校名と学年ないし企業・団体名、同所在地と電話番
号、応募担当者・代表者(教諭など)名を明記する場合は、
応募者本人の住所・電話番号の記載不要。また、はが
きと同程度の大きさ、厚さの紙で一括送付可。

◆送り先　〒100-8051　東京都千代田区一ツ橋1-1-1
　毎日新聞社事業本部「交通安全年間スローガン」係
　（℡03-6265-6815）

2019年使用　交通安全年間スローガン（標語）募集
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第
９
回 募集期間　平成30年９月14日（金）まで

群馬県交通安全高齢者自転車大会の開催
◆開催日時　平成30年10月27日（土）午前11時00分から（受付　午前10時30分から）
◆開催場所　ALSOKぐんま総合スポーツセンター　サブアリーナ
　　　　　　前橋市関根町800番地
◆競技内容　 ○学　　科  ・自転車の交通ルールとマナー
　　　　　　 ○実技走行  ・「安全走行」～自転車の正しい乗り方と安全な走行
 ・「技能走行」～自転車の乗り方の熟練度
◆応募資格　県内に在住する65歳以上（本年10月27日現在）の方で編成する３人１組
◆応募方法　 「第９回群馬県交通安全高齢者自転車大会出場（チーム）申込書」に必要事項を記入し、群馬県交通

安全協会又は各地区交通安全協会へ申し込んでください。
◆表　　彰　団体、個人とも成績が優秀な第５位まで表彰します。
◆そ の 他　参加者全員に、参加賞（記念品）を贈呈します。
◆問い合わせ先　（公財）群馬県交通安全協会　前橋市元総社町80番地14　
　　　　　　電話 027-253-9080  FAX 027-253-9644
◆主　　催　（公財）群馬県交通安全協会　群馬県　群馬県警察　群馬県自転車協同組合　
◆後　　援　(株)上毛新聞社　群馬テレビ(株)　(株)エフエム群馬

参加
チーム
募集

夏の県民交通安全運動実施結果　～警察本部交通部交通企画課～

　７月11日（水）から20日（金）までの10日間「暗くても　光るタスキが　身を守る」をスローガンに夏の県民交通安全運
動が実施されました。
　期間中の交通人身事故発生件数、負傷者数は前年比プラスですが、死者数はマイナスの１人でした。
　自転車関係の事故件数は、前年より８割近く増えています。

１　交通人身事故発生状況（概数）
　　発生件数　381件　（前年比　＋21件　＋  5.8%）
　　死 者 数　    1人　（前年比　－  1人　－50.0%）
　　負傷者数　498人　（前年比　＋30人　＋  6.4%）
　※死者１人　60歳代（男性～四輪運転中）

２　重点の事故状況
　（1）子どもの関係した事故 14件 （前年比　＋ ４件　＋40.0％）
　（2）高齢者の関係した事故 126件 （前年比　＋ ８件　＋  6.8％）
　（3）自転車の関係した事故 82件 （前年比　＋36件　＋78.3％）
　（4）二輪車の関係した事故 17件 （前年比　－ ８件　－32.0％）
　（5）飲酒運転の関係した事故 １件 （前年比　－ ４件　－80.0％）
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ＴＳマーク貼付推進優秀自転車安全整備店表彰
おめでとうございます

　平成29年度中、ＴＳマークの普及促進に貢献した優秀自転車安全整備店として、本県関係からは、
（株）セキチュー高崎店、（株）セキチュー大間々店、（株）セキチュー上尾店、（株）セキチュー熊谷小島店、
（株）セキチュー花園インター店、サイクルワールド戸田公園駅東口店、 サイクルワールド新小岩店、
サイクルワールド南千住店、サイクルワールド保木間店、（株）ジョイフル本田新田店、（株）カインズホーム
前橋青柳店、（株）カインズホーム伊勢崎店

の12店舗が選ばれました。
　同店舗は、ＴＳマークを通じて、自転車事故の防止と被害者救済制度を推進したものであり、過日、（公財）日本交通管
理技術協会からの感謝状と副賞を伝達しました。
　自転車安全整備店の皆様には、引き続きＴＳマークの普及促進にご尽力されますようお願い申し上げます。

齊藤社長（写真左）に岡田専務理事が感謝状を伝達
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交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

二輪車街頭指導

高　崎

自転車マナーアップ運動

前橋東

親と子の交通安全教室

前　橋

交通少年団街頭指導

安　中

自転車の正しい乗り方教室

富　岡

交通少年団街頭指導

藤　岡

交通関係団体合同街頭指導

大　泉

夏祭り交通安全パレード

太　田

交通安全街頭指導

伊勢崎

ショッピング作戦 レディース街頭指導

桐　生

交通安全運動事前啓発活動

館　林

「天狗」等が交通安全街頭指導

沼　田

交通安全グッズ作成講習会

西吾妻

交通安全運動出陣式

吾　妻

各地区の交通安全活動

渋　川


